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父
の
敵
を
討
っ
た
曽
我
十
郎
祐
成
の
墓
所
を
訪
ね
る
大
磯
虎
と
従
者
が
井
出

の
里
に
着
く
と
、
狩
人
が
祐
成
の
墓
所
を
案
内
す
る
。
中
入
後
、
虎
の
夢
中
に

祐
成
の
霊
が
あ
ら
わ
れ
、
幼
い
頃
の
不
遇
を
語
り
、
富
士
の
狩
場
で
敵
の
工
藤

佑
経
を
見
な
が
ら
も
馬
が
伏
木
に
足
を
と
ら
れ
転
倒
し
て
し
ま
っ
た
が
、
夜
中
に
佑
経
の
館
に

忍
び
込
み
本
望
を
遂
げ
た
こ
と
を
語
る
と
虎
は
夢
か
ら
覚
め
て
し
ま
う
。

　

平
成
28
年
11
月「
湘
南
ひ
ら
つ
か
能
狂
言
」に
て
復
曲
。

　

旅
の
僧（
ワ
キ
）が
、
摂
津
の
国
・
江
口
の
里
で
遊
女
江
口
の
君
の
墓
前
で
雨

宿
り
を
断
ら
れ
て
西
行
法
師
と
遊
女
の
歌
の
問
答
を
偲
ぶ
と
、
女（
前
シ
テ
）が

「
そ
れ
は
た
だ
惜
し
ん
で
拒
ん
だ
の
で
は
な
い
」と
い
う
。
こ
の
女
こ
そ
遊
女
江

口
の
君
の
亡
霊
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
夜
、
僧
が
読
経
を
し
て
弔
っ
て
い
る
と
、
月
下
の
川
の
水
面
に
船
影
が
浮
か
び
、
遊
女

の
歌
声
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
こ
の
世
の
無
常
を
語
り
舞
を
舞
う（
序
之
舞
）。
や
が
て
船
は
白

い
象
、
遊
女
は
普
賢
菩
薩
と
な
っ
て
西
の
空
に
去
っ
て
い
く
。

　

小
書
の
干
之
掛（
カ
ン
ノ
カ
カ
リ
）で
は
、
序
之
舞
の
序
の
後
に
高
い
調
子
の
笛
の
演
奏
が
入

り
、
品
格
の
高
い
序
之
舞
に
な
る
。

ふ

し

き

そ

が

伏
木
曽
我

え

ぐ

ち

江

口

融（
と
お
る
）…
旅
僧
が
都
の
河
原
の
院
の
旧
跡
を
訪
ね
る

と
汐
汲
み
老
人
が
や
っ
て
く
る
。
奥
州
塩
釜
の
浦
を
偲
び
、

難
波
の
浦
か
ら
海
水
を
運
ば
せ
塩
を
焼
か
せ
た
こ
と
を
語

り
老
人
は
消
え
て
し
ま
う
。
中
入
後
、
融
の
大
臣
の
霊
が

あ
ら
わ
れ
て
舞
を
舞
い
、
月
の
景
色
を
め
で
て
い
る
う
ち

に
明
る
く
な
り
、
融
の
霊
は
や
が
て
月
の
世
界
に
去
っ
て

い
く
。

伯
母
ヶ
酒（
お
ば
が
さ
け
）…
酒
屋
を
営
む
伯
母（
ア
ド
）を

甥（
シ
テ
）が
訪
問
す
る
が
、
伯
母
は
ま
だ
一
度
も
酒
を
ふ

る
ま
っ
て
く
れ
な
い
の
で
、
何
と
か
飲
ま
せ
て
も
ら
お
う

と
試
み
る
。
甥
は
付
近
に
鬼
が
出
る
か
ら
注
意
す
る
よ
う

に
言
い
、
帰
る
ふ
り
を
し
て
鬼
の
面
を
か
ぶ
り
伯
母
の
所

に
行
く
と
…
。

 

︻
入
場
料
︼

　

指
定
席
Ｓ　
　

九
、〇
〇
〇
円

　

指
定
席
Ａ　
　

七
、〇
〇
〇
円

　

指
定
席
Ｂ　
　

五
、〇
〇
〇
円

　

指
定
席
Ｃ　
　

三
、〇
〇
〇
円

　

学
生
割
引　
各
一
、〇
〇
〇
円
引
き

 
（
25
歳
ま
で
）

 
︻
お
問
い
合
せ
・
お
申
し
込
み
︼

　

●
加
藤
眞
悟　

3
5
0
4
5（
4
8
1
）8
7
0
4

　
　
　
　
　
　
　

携
帯
0
9
0（
4
1
7
8
）0
8
2
0

 　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト http://katoshingo.com

/
 　

携
帯
Ｅ
メ
ー
ル shingo555kato@

ezw
eb.ne.jp

　

●
梅
若
研
能
会　

3
0
3（
3
4
6
6
）3
0
4
1

明
友
の
会
会
員
募
集

　

入
会
金 

一
、〇
〇
〇
円
／
年
会
費 

一
、〇
〇
〇
円

　
　

特
典

　
　

・
明
之
会
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場
料
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割
引
（
一
会
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三
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・
会
報
や
演
能
、
勉
強
会
の
お
知
ら
せ
な
ど
お
届
け
し
ま
す

表
写
真
「
江
口
」
三
世
梅
若
万
三
郎
　〈
写
真
提
供
・
前
島
吉
裕
〉

加
藤
眞
悟（
か
と
う
し
ん
ご
）…
昭
和
33
年
生
。
故
二
世
梅
若
万
三
郎

及
び
三
世
梅
若
万
三
郎
師
に
師
事
。
観
世
流
準
職
分
。
日
本
能
楽
会

会
員（
重
要
無
形
文
化
財  

能
楽
の
保
持
者
）。
日
本
大
学
文
理
学
部
哲

学
科
卒
。
在
学
中
に
現
梅
若
万
三
郎
師
に
師
事
し
、
昭
和
62
年
よ
り

梅
若
研
能
会
例
会
に
て
シ
テ
を
勤
め
る
。
同
年
能
楽
養
成
会
教
程
終

了
。
各
地
に
て
能
の
普
及
に
努
め
、
海
外
公
演
に
も
多
数
参
加
。
平

成
25
年
新
作
能『
将
門
』（
梅
若
万
三
郎
監
修
、
小
林
保
治
作
）、
26
年

復
曲
能「
真
田
」・
28
年
復
曲
能「
伏
木
曽
我
」（
共
に
梅
若
万
三
郎
監
修
）

の
初
演
の
シ
テ
を
勤
め
る
。
平
成
11
年
よ
り
毎
年「
明
之
會
」を
開
催
す
る
。「
眞
謡
会
」を
主
宰

し
て
愛
好
者
に
謡
仕
舞
の
指
導
を
し
て
い
る
。

（
公
財
）梅
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能
会
理
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社
）能
楽
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東
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◆
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前
講
座
の
ご
案
内

「
江
口
」の
能
面
・
装
束
を
鑑
賞
し
、舞
台
進
行
、見
ど
こ

ろ
を
お
話
し
し
ま
す
。

　

日
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29.
４
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22
日（
土
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２
時
〜
４
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古
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区
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端
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‐
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５
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お
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参
加
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１
、０
０
０
円

 

（
チ
ケ
ッ
ト
購
入
者
・
友
の
会
会
員
は
半
額
）

愉
能を知る

しみ

能楽体験講座
能の話、謡と舞の基本の型の体験をします

『鶴亀』を謡ってみよう

日　時■平成29年6月1日㈭、7月6日㈭、8月3日㈭、9月7日㈭、10月12日㈭ 各午後1時～2時半
会　場■眞謡会田端教室稽古場　北区田端3-21-5（駒込駅徒歩7分）
講　師■加藤眞悟
受講料■20,000円（5回）、教材費3,950円〈観世流初心謡本（上）五番綴〉が別途かかります。
●ご予約・お問い合わせ　上記 加藤眞悟まで

解 

説　
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